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1. 2022年5月期第2四半期の連結業績（2021年5月16日～2021年11月15日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年5月期第2四半期 41,865 △1.7 266 1.9 303 0.8 177 △55.2

2021年5月期第2四半期 42,571 △5.5 261 88.0 301 77.5 396 ―

（注）包括利益 2022年5月期第2四半期　　165百万円 （△57.3％） 2021年5月期第2四半期　　387百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年5月期第2四半期 12.87 12.87

2021年5月期第2四半期 28.76 28.76

（注）2021年11月16日付で普通株式１株を３株とする株式分割を行っております。これに伴い、2021年５月期の期首に当該株式分割がおこなわれたと仮定して、
１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年5月期第2四半期 38,456 8,716 22.5

2021年5月期 38,299 8,672 22.5

（参考）自己資本 2022年5月期第2四半期 8,656百万円 2021年5月期 8,622百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年5月期 ― 0.00 ― 28.00 28.00

2022年5月期 ― 0.00

2022年5月期（予想） ― 9.34 9.34

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2021年11月16日付で普通株式１株を３株とする株式分割を行っております。2021年５月期の配当につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載
しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2022年５月期（予想）の１株当たりの期末配当金は28円00銭となります。

3. 2022年 5月期の連結業績予想（2021年 5月16日～2022年 5月15日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 2.1 700 9.3 700 15.2 200 △65.2 14.50

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2021年11月16日付で普通株式１株を３株とする株式分割を行っております。2022年５月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株
式分割後の金額を記載しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

　　　の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年5月期2Q 14,226,000 株 2021年5月期 14,226,000 株

② 期末自己株式数 2022年5月期2Q 432,747 株 2021年5月期 442,422 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年5月期2Q 13,785,996 株 2021年5月期2Q 13,783,578 株

（注）2021年11月16日付で普通株式１株を３株とする株式分割を行っております。これに伴い、2021年５月期の期首に当該株式分割がおこなわれたと仮定
して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



サツドラホールディングス株式会社(3544) 2022年５月期 第２四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………４

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………５

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………５

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………９

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………９

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………９

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………９

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………10

（後発事象） ……………………………………………………………………………………………11

　



サツドラホールディングス株式会社(3544) 2022年５月期 第２四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2021年５月16日～2021年11月15日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の再拡大を受け、北海道を含む全国各地での緊急事態宣言の再発出や、まん延防止等重点措置の適用により、

社会経済活動が制限されるなど、厳しい状況が続きました。今後については、新型コロナワクチン接種の普及や治

療薬の実用化などにより、社会経済活動の正常化に対する期待感はあるものの、足元では新たな変異株の出現によ

る感染再拡大への懸念や、原油価格の高騰が個人消費に与える影響など、依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。

　当社グループが主に事業を行うドラッグストア業界においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、衛生

関連用品、食料品、及び日用品の需要は引き続き堅調に推移したものの、前年同期に急増した買い溜め需要の反動

減の影響を受けました。また、非接触志向の高まりなどにより、キャッシュレス決済の利用が増加するなど、消費

者のデジタルシフトは引き続き進んでおります。上記に加えて、リモートワークの普及といったライフスタイルの

変化に伴う化粧品需要の減少のほか、インバウンド需要の消失、業界の垣根を越えた競争の激化や業界再編の動き

など、経営環境は大きく変化しております。

　このような状況のもと、当社グループは地域社会のインフラとして、地域における商品供給の役割を果たすべく、

感染予防策や衛生管理の徹底に取り組みながら店舗の営業を継続いたしました。また、新型コロナワクチンの職域

接種を実施するなど、従業員及びお客さまの安全確保にも努めております。このほか、北海道内の一部地域に対し

ワクチン接種支援のために薬剤師を派遣するなどにも取り組んでおります。

　当社グループは、2026年5月期を最終年度とする中期経営計画において「地域の生活総合グループへの進化」をテ

ーマに、店舗の生活総合化戦略、地域プラットフォーム戦略、コラボレーション戦略、組織戦略の４つの戦略に取

り組んでおります。

　店舗の生活総合化戦略としては、商品カテゴリーの拡大に向けたラインロビングの一環として、生鮮食品の取り

扱い店舗の拡大に取り組むほか、管理栄養士による店頭での栄養相談会の継続的な開催など、生活サービスの提供

にも総合的に取り組むことにより、地域住民から支持される店舗づくりに取り組んでおります。

　地域プラットフォーム戦略としては、2021年８月に北海道共通ポイントカード「EZOCA」会員数が200万人を突破

し、提携店も164社、747店舗にまで拡大するなど、EZOCA経済圏は成長を続けております。また、江差町との包括連

携協定に基づく取り組みの一環として運用を開始した「江差EZOCA」には、買い物金額の一部を町に還元する仕組み

が導入されており、地域経済の活性化に寄与することを目指しております。

　コラボレーション戦略としては、生活協同組合コープさっぽろとの包括業務提携の一環として、2021年５月にコ

ープさっぽろ店舗事業の日用品部門とフランチャイズ加盟店契約を締結いたしました。これにより、お客さま及び

組合員をはじめとする道民の皆さまに、より支持される商品展開をしていくことで利便性向上に繋げてまいりま

す。また、新たに大樹町および学校法人札幌大学と包括連携協定を締結し、地域の活性化及び住民サービスの向上

や社会的課題の解決などに資することを目指しております。

　組織戦略としては、多様な人材が活躍できる環境整備を進めるため、D&Iの推進に取り組んでおります。また、

CHO（Chief Health Officer）の設置や、サツドラグループ健康経営宣言の制定など、健康経営の推進に積極的に取

り組んでおります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は418億65百万円（前年同期比 1.7%減、７億５百万円減）、営

業利益は２億66百万円（同 1.9%増、５百万円増）、経常利益は３億３百万円（同 0.8%増、２百万円増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は１億77百万円（同 55.2%減、２億18百万円減）となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31

日）等を適用しております。詳細につきましては、「2. 四半期連結財務諸表及び主な注記 (3)四半期連結財務諸表

に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載しております。

　セグメント業績などの概要は、次のとおりであります。

＜リテール事業＞

　主に北海道内でのドミナント化を目指したドラッグストアフォーマット店舗と調剤薬局店舗のチェーン展開に加

え、訪日外国人が多く訪れる観光地などでのインバウンドフォーマット店舗の運営を行っております。営業面では、

エブリデー・セイム・ロープライス（ESLP）を中心とする低価格戦略を推進することで、お客様から支持される店
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舗づくりや、作業平準化による業務効率の改善を目指すとともに、生鮮食品を含めたラインロビングの強化により、

商品カテゴリーの拡大を図っております。また、エリア本部制による意思決定の質・スピードの向上にも、引き続

き取り組んでおります。調剤薬局においては、門前薬局の運営に加え、ドラッグストアフォーマット店舗での併設

調剤も行っております。このほか、フィットネス事業や管理栄養士による特定保健指導といった生活サービスの提

供にも取り組んでおります。

　当第２四半期連結累計期間は、前年同期に発生した衛生関連用品、食料品、及び日用品の特需が落ち着くなか、

ワンストップショッピングニーズの高まりなどを受け、買上点数の増加などにより客単価は上昇したものの、お客

さまの来店頻度の減少に伴い客数が減少した結果、ドラッグストアフォーマットの売上高は前年同期を下回りまし

た。インバウンドフォーマットにつきましては、訪日外客数が低調に推移したことにより、引き続き売上高は僅か

なものとなりました。調剤薬局につきましては、コロナ禍における医療機関の受診抑制に緩和の傾向がみられるな

か、前期に開設した併設調剤店舗の増収効果もあり、売上高は前年同期を上回りました。

　店舗の出退店の状況につきましては、下表の通りとなりました。

（出店状況）

店舗区分 フォーマット区分 2021年５月度末 増加 減少 2021年11月度末

ドラッグストア
店舗

ドラッグストアフォーマット 171店舗 ４店舗 １店舗 174店舗

インバウンドフォーマット 17店舗 － ３店舗 14店舗

調剤薬局店舗 門前薬局 10店舗 － － 10店舗

その他の店舗 北海道くらし百貨店 ２店舗 － － ２店舗

合計 200店舗 ４店舗 ４店舗 200店舗

　以上の結果、リテール事業の売上高は414億74百万円（前年同期比 2.2%減、９億45百万円減）、セグメント利益

は２億４百万円（同 18.9%減、47百万円減）となりました。

＜ITソリューション事業＞

　当社グループ向けに開発した技術をもとに、ユーザー目線での課題解決を目指したPOSアプリケーションなどの販

売を行っております。

　ITソリューション事業の売上高は１億２百万円（前年同期比 317.4%増、77百万円増）、セグメント利益は38百万

円（前年同期はセグメント損失１百万円、39百万円増）となりました。

＜その他事業＞

　北海道共通ポイントカード「EZOCA」を活用した地域マーケティング事業や決済サービス事業、小中学生向けのプ

ログラミングスクールの運営、小売と地域をテーマに課題解決を目指す国内外の法人向け情報提供サービスなどを

行っております。当社グループの強みである北海道共通ポイントカード「EZOCA」の会員数は、2021年10月末現在、

200万人を超えております。決済サービス事業においては、インバウンド需要の消失を受け、海外向けキャッシュレ

ス決済が低調に推移した一方、感染予防の観点から非接触型決済への需要が高まるなか、国内キャッシュレス決済

は堅調に推移いたしました。

　その他事業の売上高は４億77百万円（前年同期比 55.7%増、１億70百万円増）、セグメント利益は４百万円（前

年同期はセグメント損失18百万円、22百万円増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億56百万円増加し384億56百万円と

なりました。これは主に、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったことにより売掛金が６億51百万円減少

したものの、商品が３億38百万円、有形固定資産が４億58百万円それぞれ増加したことなどによるものでありま

す。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億12百万円増加し297億39百万円となりました。これは主に、前連結会

計年度の末日が金融機関の休日であったことにより、短期借入金が31億円増加、買掛金が37億４百万円減少したも
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のの、長期借入金が６億円増加したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ43百万円増加し87億16百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

配当金の支払により１億28百万円減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益により１億77百万円増加し

たことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月期連結業績予想につきましては、2021年６月22日に公表いたしました連結業績予想から変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年５月15日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,659 2,279

売掛金 2,768 2,116

商品 10,407 10,746

その他 2,431 2,561

流動資産合計 18,267 17,704

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,821 7,248

土地 4,013 3,869

その他（純額） 1,461 1,638

有形固定資産合計 12,296 12,755

無形固定資産 428 406

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,958 6,056

その他 1,423 1,609

貸倒引当金 △76 △76

投資その他の資産合計 7,305 7,589

固定資産合計 20,030 20,751

繰延資産 1 -

資産合計 38,299 38,456
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年５月15日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月15日)

負債の部

流動負債

買掛金 11,634 7,929

短期借入金 100 3,200

1年内返済予定の長期借入金 375 652

未払法人税等 227 125

賞与引当金 519 646

その他 3,760 3,543

流動負債合計 16,617 16,097

固定負債

長期借入金 11,148 11,748

退職給付に係る負債 573 606

資産除去債務 472 504

その他 814 782

固定負債合計 13,009 13,642

負債合計 29,627 29,739

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 2,099 2,099

利益剰余金 5,873 5,921

自己株式 △306 △299

株主資本合計 8,666 8,722

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 4

為替換算調整勘定 △42 △66

退職給付に係る調整累計額 △5 △3

その他の包括利益累計額合計 △43 △66

新株予約権 4 4

非支配株主持分 44 55

純資産合計 8,672 8,716

負債純資産合計 38,299 38,456
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年５月16日
　至 2020年11月15日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年５月16日
　至 2021年11月15日)

売上高 42,571 41,865

売上原価 32,320 32,045

売上総利益 10,250 9,819

販売費及び一般管理費 9,989 9,553

営業利益 261 266

営業外収益

受取利息及び配当金 9 9

固定資産受贈益 17 18

為替差益 11 25

その他 40 24

営業外収益合計 78 77

営業外費用

支払利息 31 36

その他 6 3

営業外費用合計 38 40

経常利益 301 303

特別利益

固定資産売却益 733 41

特別利益合計 733 41

特別損失

店舗閉鎖損失 110 5

固定資産除却損 55 7

減損損失 104 -

特別損失合計 270 12

税金等調整前四半期純利益 764 331

法人税等合計 366 143

四半期純利益 397 188

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 10

親会社株主に帰属する四半期純利益 396 177
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年５月16日
　至 2020年11月15日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年５月16日
　至 2021年11月15日)

四半期純利益 397 188

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △0

為替換算調整勘定 △12 △23

退職給付に係る調整額 1 1

その他の包括利益合計 △9 △22

四半期包括利益 387 165

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 387 154

非支配株主に係る四半期包括利益 0 10
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、他社が運営するポイント制度に基づき商品販売時に顧客に付与するポイント相当額について、従来は販売費

及び一般管理費として処理する方法によっておりましたが、取引価格の算定にあたって、第三者のために回収す

る額と判断し、純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に与える影響はありません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高、売上総利益及び販売費及び一般管理費は643百万円減少して

おりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。なお、「四半期財

務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従っ

て、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の

広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2020年５月16日　至 2020年11月15日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

リテール
事業

IT
ソリューション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 42,410 20 42,430 140 42,571 － 42,571

セグメント間の内部売上高
又は振替高

9 4 13 165 179 △179 －

計 42,419 24 42,444 306 42,750 △179 42,571

セグメント利益又は損失(△) 251 △1 250 △18 231 29 261

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、マーケティング事業及び教育事業

等を含んでおります。

２．調整額には、報告セグメント間の損益取引消去及び持株会社運営に係る費用が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　当第２四半期連結累計期間(自 2021年５月16日　至 2021年11月15日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

リテール
事業

IT
ソリューション

事業
計

売上高

　ドラッグストア 38,819 － 38,819 － 38,819 － 38,819

　インバウンド 206 － 206 － 206 － 206

　調剤 1,841 － 1,841 － 1,841 － 1,841

　その他 254 99 353 310 664 － 664

　顧客との契約から生じる収
益

41,122 99 41,221 310 41,532 － 41,532

　その他の収益 325 － 325 7 333 － 333

外部顧客への売上高 41,448 99 41,547 318 41,865 － 41,865

セグメント間の内部売上高
又は振替高

26 2 29 158 188 △188 －

計 41,474 102 41,576 477 42,053 △188 41,865

セグメント利益 204 38 242 4 247 18 266

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、マーケティング事業及び教育事業

等を含んでおります。

２．調整額には、報告セグメント間の損益取引消去及び持株会社運営に係る費用が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「リテール事業」の売上高は643百万円減

少しております。また、セグメント利益に与える影響はありません。
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（重要な後発事象）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2021年９月17日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うこと

を決議いたしました。

１．株式分割の目的

投資家の皆様により投資しやすい環境を整えるため、投資単位当たりの金額を引き下げ株式の流動性の向上

及び投資家層の拡大を図る目的で実施するものであります。

２．株式分割の概要

（１）株式分割の方法

2021年11月15日（月曜日）を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する

普通株式１株につき、３株の割合をもって分割いたします。

（２）株式分割により増加する株式数

株式分割前の当社発行済株式総数 4,742,000株

今回の分割により増加する株式数 9,484,000株

株式分割後の当社発行済株式総数 14,226,000株

株式分割後の発行可能株式総数 56,904,000株

（３）株式分割の日程

　 基準日公告日 2021年10月29日（金曜日）

基 準 日 2021年11月15日（月曜日）

効力発生日 2021年11月16日（火曜日）

３．１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響については、該当箇所に記載しております。

４．株式分割に伴う定款の一部変更

（１）定款変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づく取締役会決議により、2021年11月16日付を

もって当社定款第6条（発行可能株式総数）の変更を行います。

（２）定款変更の内容

　 変更内容は、次のとおりであります。

　 （下線は変更箇所を示します。）

現 状 定 款 変 更 後

　 第2章 株 式

（発行可能株式総数）

第６条 当会社の発行可能株式総数は、

　 18,968,000株とする。

　 第2章 株 式

（発行可能株式総数）

第６条 当会社の発行可能株式総数は、

　 56,904,000株とする。

（３）定款変更の日程

定款変更の取締役会決議 2021年９月17日（金曜日）

定款変更の効力発生日 2021年11月16日（火曜日）

５．その他

（１）資本金の額の変更

　 今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

（２）新株予約権の調整

今回の株式分割に伴い、2021年11月16日（火曜日）より新株予約権の1株当たりの行使価額を以下のとお

り調整いたします。

調整前行使価額 調整後行使価額

第１回新株予約権 1,976円 659円

　


